
Cil!1(i2・

=宮田守42ク匁m田口
WGS2801B(E)/3101B(E)/3401B(E) 

取扱説明

A 
この製liltを安全に、また正しくお使いいただくために

必ずこの 取扱説明書をお読みください。・Imi畠えた使い方をすると事故を引き起こすおそれがあります。
.お読みになった後は、必ず製品の近くにf単行してください。

松 山株式会社



ニプロ製品をお買い上げいただきまして
誠にありがとうございます。

[ はじめに

-この*扱説明-.'i-はウィングハローの取扱方法と使!日

上の注意事頃について記載しであります。ご使)fJlitr 

には必ず、このIr~級 iJí.lYll' fをよく読み十分型解され

てから、正しくお取扱いいただき、最良の状態でご

使用してください。

.お読みになった後は、必ず製品の近くに1~~.'ì:L、必

嬰になったとき絞めるようにしてください。

・製品を他人に貸したり、繰り波される場合は、この

Jr~抜説IYI\'r-を製品に添付してお渡しください。

.この取扱iJI.IYH'r-を紛失、または1f1傷した場合は、す

みやかに弊社、またはおnぃtげいただきました販
売Ji!~ . E.'!:協へご注文してください。

・品質、性能向上あるいは安令上、使Ilれ年11品の変更を

おこなうことがあります。そのような場合には、ノド

t!?の内容、および写真 イラストなどの一部が、本

製Jl1とー致しない場合がありますので、ごf瓜くだ

さい。

.ご不IYJなことやお気付きのことがございま Lたら、

ぉnい上げいただきました販売防 伐協へご相談〈
ださい。

.&，""Hきの F7.e7ークは、安全上、精に主要な
市立lです。必ず1・って作業をしてください。

&，危険;szzrZ5話完全晶子
A警告その警告文に従わなかった場合、死亡また
!' • ¥) は重傷を負う危険性があるものを示します。

Lf1注意iZ?f232みなJ封 、ケガを負
-このJ[X扱誕IYJ舟には安全に作業をしていただくため

に、安全上のポイント 「安全に作業をするために」

を記載しであります。ご使Itliiijに必ず読んでくださ

し、。
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警告ラベルの種類と位置 I 
.1'¥'告ラベルは区|の{立i世に!日lつであります。よくお読みになって1i:・全に作業してください。

・符作ラベルは、 汚れや土を務とし'ì;~'に見えるようにしておいてください。

.紛失、または破損された場合には、ぉnい上げいただいた販売応、または政協へ下記型式、およびコードナンバー
でご注文のほどお願いいたします。

W14 8750-348000 

A 3主 意
品喝 憧用前に取担問明書をよく践んで

安宣で正しい作践をしてください.

始動 ・エンジン蛤回同や停車値開館揖作レバーを姻'"すると ~ l2. 必ず圃固に
人がい"いことを確認してください，

週魁 ・腹岡崎.措週間や停車橿を上下位置に揖作するとき"まわりや11買を
よく岨印してくだEい.
.'"掴橿の土に人を蝿せ担いでください，

量備 ・作副憎め楊理 点横滑帽を行f，うとき"トラヲターを平坦"畑町にッ1プF勧し
駐車ブプモレーキをかけて、 工ンジンを惇i上し、 油巨降下防止用のスト
バル ロッフ{聞}方向に踊込んでください.
-作蘭慣を圃腕するとき"トラタ9ーと作圃慣の間lこ立た屯いでください.
-凶副点槽時‘ジョイントに必ずダリスを注入して〈だ芭い.各部のオイル園
を点惜し、世4品、喝含"ギアオイルを槽帽してがあくだればさい唱.し
-畠自Eボルト、ナット閣の蝿備を行広い‘必要 掴めしてください.
-ヵパ-1I13a3す町定の位置に震薗して〈ださい.

07 8750-344000 

ーです.

.作緩慢をトラクター

に高績後は曲ず回り

つ吋てくだ古い.

・ケガをするおそれが

C10 8750-337000 

A注意

日-T

W2 8750-317000 

A警告

調。
.作業織の修理}点機

璃掃を行なうときは、

油圧陣下防止用由スト

yブバルブを‘ロック
(間}方向に踊込んで

ください。

.作着律相良が降下して

ケあガりをますすaるおそれが
"叫糊

C35 8750-394000 

A 注意

.作簸時は、 必ず宜主レバーを
ロック位置にしてください.
安全レパーの切り笛えは、レ
パを押し下げる樟にして行
革い、 引き上げる揮にして確
実に滑に入れてください.
eM像力'Iffれてケガをするおそ

れがあリます・ '"''僻抽醐

ネームプ レート

W38 8750-395000 

A 書 a:. Eヨ

.作策械を折りたたんだときは
安全レパを止めピン白下聞に
入れ口 yクしてくださL、.
.作MMが南下してケガをするお
それがあります.
.作媛微を聞くときは、安全レパ
ーを止めピンの上冊 (開聞側)
に入れ、口!ノクハノドルを矢印
置の方向へ押しながら作鎌田を
引き下げてくださL、

噛叫醐醐

.作づ車中や臨田崎U近
由、高よいでくださ才1いh' W3 8750・326000 W1 8750-316000 W5 8750-322000 
.ケガをするおそ
.，リます.

町四?醐 A警告 A警告

ぷ '』、g£，崎令、』
.作縫織を省脱するとき -エンジンまたはPTO
はトラクタ と作銭鎗 圃が固抵申は.手やE
の闘に立たないでくだ を作綴織の申や下へ入
吉い@ れないでくだ古い.
-はさまれてケガをする .ケガをするおそれが
おそれがあリます.
町一

あります. ，7S().3'(I()OO 

A警告

益
-折りたたみ 昇降蹄

には必ず閤圏に人が

いないことを確偲

してください.

- ケガをするおそれが

ありますo "除却醐

W10 8750-339000 

A警告
.ハローの周日現附"
'"繊鶴岡・をよく
健んでください.
.続リたたみ飼"
ロックを帽隠して
ください.
.ケガをする必それ
があリます. . ~~ 
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[ 安全に作業をするために 】
ここに記載しているä.a:)J~項を守らないと、死亡 傷咋 'J~放や、機械の破mの原凶になります。 よく説んで安全作業

をしてください。

一般的な注意事項

盆 嘗告こんなときは運転しない

・過うす.j，~気 兼物の影科i・その他の理山により作業にls'"できないとき

.1刊を飲んだとき ・妊娠しているとき ・18歳未満の人

A嘗告作業に適した服装をする

¥ 

l まちまきー行巻き・腰タオルは祭Jt.です。

，¥)レメッ ト すべり止めのついた靴を府)IJし、だぶっきのない服装をしてください。

1 守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。 二
A警告機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する( … よ以川川川一一く叫仰叩棚叫滋釦削削肌19明肌p別札jルし {使似酬附史削馴州州H川川川附町l打川附1古前i泊t

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破績をまねくおそれがあります。

A警告機械を他人に譲り渡すときは取級説明書を付ける
機械と』絡に 「取扱説lYJ.'rJを波し、必ず読むように指導してください。
[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

ど色嘗告 トラクターに作業機を装着するときは必守トラクターの取扱説明書を読む

トラクターに f1'::!'i機を装Jtする lìíjに、必ずトラクターのJ~扱滋IV J.l t を読み、よくJlI !解してから作業機の装

蔚をしてください。

[守らないと]傷害事故や機械の破鍋をまねくおそれがあります。

ど色嘗告重量バランスの調整をする

トラクターにij'(い作業機やアタ ッチメントを装おするときは、 トラクターメーカー純正のバランスウェイ

l を付け、バランス調整をしてください。

1 守らないと]傷害事鍍や機械の破損をまねくおそれがあります。

ム 注意公道の走行は作業機装着禁止

トラクターにf1; ::!'i機を ~ ;.tÍiして公道を走行しないでください。

必ず、 fU機を取外して走行してください。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。
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A注意機械の改造禁止
改lliをしないでください。保証の対象にはなりません。

純正部品やJ肯定以外の部品をJ~付けないでください。

[守らないとl事故・ケガ・ 機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

A注意点検・整備をする
機械をl!1!う liijと後には必ず内検・格備をしてください。

[守らないと]事故 ・ケガ・機械の古支障をまねくおそれがあります。

血注意点検整備中はエンジンを停止する

点検・ 4性備・修JlI!、または制除をするときは、必ずエンジンを停止してください。

[守らないと]事故 ・ケガ ・機械の故樽をまねくおそれがあります。

A警告点検整備は平うで固い場所でおこなう
交JUiのザ~，単にならず安令で、機械が倒れたり、!fi!J~、たりしない、ドらで II~ い場 19rで、点検牧備をしてくださ

b 、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意カバー類は必ず取付ける
装Jtのときや、点検・整備でl以外したカバー知は、必ず取付けてください。

[守らないと]機織に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

&注意目的に合った工具を正しく使用するl .;'~峨叩叩検附附附盤釧釧制備E に叫叫一匝似山些肘な l川H揃州知制は 酌刷削叩…E印附一:冷淵なm符
[守らないと]盤備不良で事故を引き起こすおそれがあります。 I
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作業時の注意事項

[雌作鰍の着脱…場向こなう

作業機のお脱は、千らで阿い場所でおこなってください。

し [守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

& 注意カブラのハンドルlこl叫すストッパーをかける

一一~

作業機の装lf 取外しのとき以外は、必ずハンドlレスト ッパーをかけ、カブラのハンドルには手をふれな

いでください。

[守らないとl作業機か.外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

A嘗告 トラクターと作業絡のまわりに人を近づけない
トラクターのまわりや作業機とのIIUに人を人れないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

~ 

< 

J 
ど色嘗告作業のときは折りたたみ防止のフックをかけ、必すピンでロックする

ウイングハローを折りたたむとき以外はフ ァクにかけ、必ず11ニめピンを人れ、フ ックを固定してください。 1

何らないと]ウィングハローが開書 、 死亡事故や障害事故、 機械の破績をまねくおそれがあります。~

A警告作業機の下にもぐったり、足を入れない

」イnR機の干にもぐったり、 l旦を入れないでください。

[守らないと]何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

嘗告機械に巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

L h川|阪転附附部附分飢仰…にυJ
[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

血 注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう

作業機の湖轄をするときは、作業機をドげ、トラクターの航 '11.プレーキをかけ、 PTO~述レバーを 「中 立J

の位tnにし、 エンジンを停止してからおこなってください。
~ [守らないと]傷害事故や機械の鍋傷をまねくおそれがあります。

ど色警告傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

傾斜地での尚述。之!.}j，~I"1 は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクターi創立を椛とし、大きく 1"1ってください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。
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r ~警告作業機の同町る
作業機の部下を防止するため、 illi庄スト ップパルプを完令に rl泊めJてロック し、さらにf1，J:;機の下へTi
を入れてください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

A嘗告アユミ板は、強度・長さ・ 幅の十分あるものを使用する
，fì't込み、制降ろしをするときは、平らで交通のす~，躍にならない場所でトラ ックのエンジンを 止めます。 動

かないようにサイドプレーキをかけ、事止めをしてください。佼JIjするアユミ桜は強度 長さ・帆が十分

あり、すべり止めの付いているものを選んでください。

長さのめやすは術fTFEさの3倍です。

[守らないと]事故・ ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A警告子供を機械に近づけ砿い
子供には十分nn:し、近づけないでください。
[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

格納時の注意事項

血 注意格納するときは、必す折りたたみ防止のフック止めピンを入れる

ウィングハローをトラクターから取外し、絡納すると きは、必ず折りたたみ防止のフック止めピンを人れ、

ロック してください。

[守らないと]ウイングハローが開き、死亡事故や傷害事故、機械の破績をまねくおそれがあります。

A注意ウインクハロー単体の転倒防止をする
スタン ドを必ず付け、キャスターが付いているときは、。|正がり 防止を必ずしてください。

l守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

必 注意格納時はカブラを外す

絡納するときは、必ずカブラージョイン トを作業機から外し、地而にi泣きます。

カブラのハンドル操作をIf日進えると続 Fします。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

」



[ 本製晶の使用目的について ) 

-このウィングハローは、水ITIの代かき作;r，;に使IIJし、

使JlJ~I r~J以外の作業には、決して使わないでくださ

い。 1<J!Jllli 的以外の作業で故障した場合は、 1~~JiEの

対象にはなりません。

・このウ ィングハローはiためられた適応.I.~}jで設計し

ています。適応トラクタ一馬)Jの範附内でも1!川して

ください。範開を超えての1<J!JlJは故防のJJ;t閃となり、

i~Jil の対象にはなりません。

・このウィングハローは、 「標準3点リンク」、「特殊

3 .....(リンク 」 で設計しています。 他の規約では袋..，~(

ができません。

・このウ イングハローの改造は決しておこなわないで

ください。保証の対象にはなりません。

[ 保証書について ] 

r f~~ ;i~: llr-J はお谷線が~Jil 修J!ll を受けられるときに必

要となるものです。

おi読みになった後は大切に保1"1:してください。

6 

( アフターサービスについて ] 

機械の調子が:~いときは、この取扱説明、!?を参J!((L

lX倹してください。点検 整備してもィ、H介がある
場合は、お):tい上げいただいた阪光脱 出協、また

は弊tlまでご述給ください。

なお、部品のご注文は販光}I'~ . ~協に純 IE部品ぷ (パ

ーツリスト)が備えてありますのでご相談ください。

.ご辿紛いただきたい内科

e J\'1式名と製造幣 ~J

ネームプレートを凡てください。

・こ1世JfItki.兄

水111ですか?

ほ場の条件は? イ7が多いですか 9

強粘土ですか?

トラクターのjiliJ，Itは 9

PTOの1"1転数は?

・どのくらい使月jされましたか?

-約口口アール、または口口i時間

・ィ~J，!.合が発生したときの状況をなるべく、くわ

しく教えてください。

[ 補修部品と供給年限について ) 

-補修部，17』は、純正S1SIHIをおHい求めください。

Ili販類似品をお使いになりますと、機械の不調や性

能に影響する場合があります。

・この製品の補修月間11仙の供給{I'IlN (JPI H日)は、 製造

打ち切り後9"1'です。ただし供給年限内であっても、

特殊部品については納JPIなどご相談させていただく

場合があります。

.供給年限経過後であっても 、 百11品供給のこ:~IIi'1があ

った場合には、納WI、およひ'{JiIi絡についてこ・相淡さ

せていただきます 。



7 

主要諸元 1 

4S 3S OS AI A2 B 

式 センタードフイプ(爪デイプ)

mm 890 840 845 922 

mm 2891 (2040) 

mm 997 992 947 922 

kg 355 355 330 325 325 320 

膏l IIC~ 仁保守'1'1 3....1:オートヒッチ IIn仁特殊3l，(オートヒッチ
ェt ES -t一，ト+-A イド機トラクターに準ずる.
材、 4セット 3セ‘ノト O -t 'J ~ A-I | A-2 | B 

型式 CLCV-Z I CLCV ロータリーのジョイントを使川

(28-50) 20.6-36.8 

lYc法m 
282 

トラクタ-illitfポジションコントロール

km H 2-5 

rpm 262 (PT0540rpmll，¥，) 

cm 36.3 

法数
ホルダータイプ(ボルトl本止め)

E205L1R作27本 E205BLlBR各3本 ，lI"60本

10a 6-11 

式 手動 I~JI羽

「

WGS280IB 三工-阪

駆動

全長

全幅

全日

機体質五I

3主 lr 級

ヒッチの

ヒァチ 11千

ジョイント

適応トラクタ (PS 

ト-11' ~駐制
作業深さ調節

11' :i'i i車 l度

!日リ数
爪凹も lf

爪取付 )j

代かき Jf¥

[作業能事 d
IJlJ 閉 }j

型式

Ji 

[別式一
駆

令

令

機

装

トヒ

U
了
一

A2 

WGS3JOIB 

T OSAl  
センタードライブ(爪タイプ)

840 

3191 (2040) 

3S 4S 

式
一寸一一一一一一一一
mm 

分灰

)J 

2-5 

262 (PT0540rpmll.f) 

36.3 

ホルダータイプ(ボルト]本11..め)

E205L1Rれ31本 E205BLlBR各H: 計陥本

5-10 

手車bl別問

ヒlジヨ
迎Lo

作

作業

作業述皮 kmH 
lf百1可一転数孟F
爪 l叶転 lt

爪 Jf{ H )J 
ft かき Jf¥

作業能本分

l別|羽 )j

mm 997 992 947 922 

['1 l止 kg ~70 370 345 340 340 335 

.ftli 膏l Il nT標準3l，~オートヒ ァチ un仁特殊3lXオートヒγチ
の 型 式 ES 本機トラクターに準ずる。

呼 称 4セット 3セット 。セット A-l A-2 B 

イント製式 CLCV-Z CLCV ロータリーのジョイントを仙川

(28-50) 20.6-36.8 

~12 

己主J一一 トラクター力IIIEポジションコントロール

845 890 

回血

ツ

F
一本J~'元は、改良のため予告なく変更する場合があります。
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型式 区 うT WG53401B 

45 35 05 AI A2 B 

駆 動 万 式 センタードライブ(爪タイプ)

全 長 mm 890 84 845 840 

全 何 回目 3491 (20'10) 

全 日 mm 997 992 947 922 

機 イ本 質 f立 kg 385 385 360 350 350 350 

3主 手A、~r 種 軍i U~工標準3点オートヒッチ 日出J.:特殊3点オートヒッチ

ヒ ツ チ の ll'1 式 E5 本機トラクターに準ずる。

ヒ ツ チ 呼 拘: 4セット 3セ‘ノト 。セット A-I A-2 B 

ジョイ ント}型式 CLCV-Z CLCV ロータリーのジョイントを{史m
適応トラクタ (P5)KW (28-50)20.6-36.8 

作 Ji 中日 cm 342 

作業深さ調節万法 トフクターれIiJTポジションコントロール

作 業 述 度 km/lトI 2-5 

爪軸 1"1 転数 rpm 262 (PT0540rpmll守)

)1¥ 1111 転 筏 cm 36.3 

)1¥ 取 H Ji 法 ホルダータイプ(ボルトl本1.1.:め)

代 地、 き )f¥ 数 E205L1R各35本 E205BLlBR各3本計76本

作1別 業能率分 lOa 5-9 

j.jj )J 式 手動 Iml~l

JW 式 区 王争 WG52801BE 

45 35 05 AI A2 I B 

駆 動 )J 式 センタードライブ(爪タイプ)

全 長 mm 890 840 845 840 

全 申日 mm 2891(2040) 

:'I、エ iI'~ mm 997 992 947 922 

機 体 質 J，t kg 400 400 375 370 370 365 

装 )J 位 置l II ~ 1:様 ií~3点 II~T特殊3点オートヒッチ

ヒ ア チ の Y世 式 E5 本機トフクターに準ずる。

ヒ ツ チ II"T' 称 4セット 3セット 0セット A-I A-2 B 

ジョイ ント別式 CLCV-Z CLCV ロータリーのジョイントを佼JlI

適応トラクタ (P5) KW (28-50) 20.6-36.8 

作 業 申日 cm 2活2

作業深さ調節 )J法 トラクタ-illl圧ポジションコントロール

作 ;業 述 J!l' km/H 2-5 

爪)f¥ 軸 1"1 転数 rpm 262 (PT0540rpml時)

l而l 転径 cm 36.3 

)1¥ 取 H Ji 法 ホルダータイプ(ボルトl本dめ)

代 か き )1¥ 数 E205L1R各27本 E205BLlBR各3本計60本

作業能率 分 lOa 6-11 

1m I~j 万 式 ''!l!1iリJリモコンIml羽

本諸元は、改良のため予告なく変瓜する場合があります。
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一J~l 式 l豆 分 WGS310lBE 

4S 3S 寸 OS Al A2 B 

駆 !Jih )5 ぷt センタードライブ(爪タイプ)

全 長 mm 890 840 845 840 

ノ』、ユ 申11¥ mm 3191 (2040) 

i，'S mm 997 992 947 922 

体 t'{ iik kg 415 415 390 385 385 380 

巴ツ

Æマ~f 争E 軍i 11 J.:U': r.{i\~ 3":0:オートヒッチ UC!工特殊3点オートヒッチ

チ の I¥'J. 式 ES 本機トラクターに準ずる。

はツ チ 11予 拘 4セ、ノト 3セット 0セット A-1 A-2 B 

ョイント別式 CLCV-Z CLCV ロータリーのジョイントを使lTl

適応卜フクタ (PS)KW  ( 28~50) 20.6~36.8 

作E ~ 中司 cm 312 

作業深さ調節 )5法 トラクタ-illl圧ポジションコントロール

作: 'fi 迷 度 km/H 2~5 

爪軸回転数 rpm 262 (PT0540rpmll手)

11¥ l可 転 径 cm 36.3 

Ir¥ 取 H }J 法 ホルダータイプ(ボルトl本止め)

代 か き 11¥ 数 E205L1R各31本 E205BLIBR各3本 iij-68本

作業能ヰ1 う子 10a 5~ 1 0 

|別 I~J 万 式 ，丘動リモコン開閉

1¥2 式 18 分 WGS340IBE 

4S 3S OS A1 A2 B 

駆 動 方 式 センタートヲイプ(爪タイプ)

全 長 mm 890 840 845 840 

全 帽 mm 3491 (2040) 

~ i¥'5 mm 997 992 947 922 

機 体 t'{ fol- kg 430 430 405 400 400 395 

装 :.li 種 軍i iヨ段工標準3点オートヒッチ 日出工特殊3点オートヒッチ

ヒ ツ チ の Y盟 式 ES 本機トラクターに準ずる。

ヒ ア チ 世'f' 荷、 4セット 3セット 0セット A-1 A-2 B 

ジョイ ント型式 CLCV-Z CLCV ロータリーのジョイントを{止汀j

適応トラクタ (PS)KW  ( 28~50 ) 20.6~36.8 

作 Ji 版 cm 342 

作業深さ調節方法 トラクタ-illll王ポジションコントロール

作 Ji 述 度 km/H 2~5 

爪軸 1"1 転数 rpm 262 (PT0540rpmll寺)

11¥ 1"1 転 径 cm 36.3 

Ir¥ 却兄 H }J 法 ホルダータイプ(ボルトl本止め)

代 地、 き 11¥ 数 E205L1R各35本 E205BLlBR各3本 ii!'76本

作業能率分 lOa 5~9 

開 l羽 方 式 Hi:動リモコン I~J lUl

本諸元は、改良のため予f!?なく変;Iする場合があります。



-EヰHOl民主主寄与1iha・

田各部のなまえ

WGS 

lマスト

2人JJ柚

3)緋うん日目カバー

ω均平-I!i
⑤レーキ

6サイドレーキ

7スタンド

③キャスター

③~Jt-うん爪

回組立 17スト. t: ~ tきレバーを取付けます。

10 

9 

~注意
・梱包を解体するときは、まわりの人や物に注意して

ください。

.木枠や段ボールの「ヲギ・ハリJなどには十分注意
してください。

守らないと「クギ・ハリJや木粋でケガをすること
があります。

27ストに制御ボックスをセットします。



1 装着姿勢 | 

A警 告
・ウ イングハローの装着は、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

カ ブラで装~Y(できるように、ウ ィ ングハローの委勢

を調節します。

ωスタンドを /.:"&し込んでピンでII~定します。

②キャスターは2柿葺1あります。スト ッパー付きのキ

ヤスターをliijMに、スト ッパーなしのキャスターを

後ろ側へ組Hけてください。

スト yパー付き

キャス$1-

ノ
ノ

~OFF 

@t午業l時は、スタン ドをJC{外してください。

11 

|カブラの準備 ~・lCFlシリーズ|

.4セットの場合は、 ジョイントのダンボール智iに入
っているサポートプレートと連結枠を取付けてくだ

さい。

サポー トプレート 辿結枠はl記|のようにカブラに組

付 け、ボルト 4 本でW~に締めてください。 サポー

トプレート ili紡枠の前後の向きをH日越えないよう

に組付けてください。

f骨4j- 古E lgiE， S 才1 数量 !

① サポー トプレート

② ボル ト MJ2x30 7T 

③ パネ掛金 MI2 4 

@ ナット M12 4 I 
⑤ 述結枠

.3セットの場合は不要です。
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-S孟盛~-=主主主IDJJÆ主置

.ウイングハローの3点リンク3主将システムは、 日農

工統一規格 「日農工標準3点オートヒッチ」、およ

び「日農工特殊3点オートヒ ッチ」を保川していま

す。・r11 l!1 J: I!:ii¥'， 3 .'.'1:オートヒ ッチJはさらに 4セッ
ト 3セット 0セットと3foJ[績に分かれます。

r4セットJ 3 点リンクとジョイントが)，;) II;~ に1'1

動装;，Y(できます。

r3セットJ 3.'.'1， リンクのみn動装lfで、 ジョイ

ントは手で取付けます。

r 0セット」 すでにお手持ちの4セ y ト作業機と
共用するため、カブラ ジョイント

は標準装備していません。・rH l!1仁特殊 3.... Xオートヒ ッチ」は rA -1 )杉j
r A -2形Jr B 形」の3純頬があり、 3.'.'Xリンクと
ジョイントが同時に内動主主将できます。

ウイングハローの袋.Yl)J法はトラクターに付紙して

いるロータリーと)，;)じです。

カブラ ジョイントはロータリーといlじものを使Jl)

しますので、ウィングハローには装備していません。.3点リンク装Jr規燃は、型式のぷ尼で干Ij別してくだ
さし、。

型式本!己 3点リンク版物

-4 S 

三司ヨ n 民削M川……l峨川制岬標刷桝桝ベ呼準判机…，1;け川川:司山川3":引1，1]

-0 s 
-AI 

~ 11l!1 r.特殊 3，1.'X:tートヒ ツチ
ーB

川市一計一一一一一時

| 3点リンクの調整

A注意
・トラクヲーの取扱説明書 r3点リンクの規格Jをよ
く読んでください。守らないと取付けができなかっ

たり、機械の損傷やケガの原因になります。

4S・3Sシリース'

-カプラは 「初、叩~ 3 .. ~(リンク規約I です。 トラクター

の3/，(リンクも襟準3lXリンクでないと装Itができ

ません。

.特殊3.'点B

Yプリンクプラケ ツトを聖トし、 トップリンデを際準

3/，( 1)ンク用のIllij側にターンパックルの付いた、長

いものに符えてくださし」

・作業機の下がりfEが不JEする場合は、リフトロ ッド

の取付火位/1"'1.をロワーリンクの前側の穴に移してく

ださい。

A1・A2・Bシリースt

・トラクターの3}，'，( リンクの規約を取扱説明11~で線認

してください。

・ロータリーに付いているカプラと ジョイントを{史)IJ

します。

・ロータリーの装泊と )，;)じ位111に、ト γプリンク ロ

ワーリンクの位1i1を調節します。

|ヵフラの取付l才仲即日|

.ここでは、 4セットをIJ'心に誕IYJします。4セット

と3セットの追いは、 ジョイントがfllIl)J装;.，Yfか、手

で付けるかの追いです。

A警 告
・カブラの装着・取外しは、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態努でおこなってくださ

い。守らないと死亡事故や傷害事故につながります。



ども注意

・トラクヲー取扱説明書の 13点リンクの規格」をよ
く読んでください。

・PTOクラッチを切り、トラク9ーのエンジンを必

ず停止してカブラの取付けをします。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因となります。

回 トラクターのilll圧レバーを操作し、ロワーリンク

を Ilt<:ドげ」にします。 トラクターのPTO輸に

ジョイン トの広角仰lを取付けます。

回 カブラをトラクターのトップリンクに、 トラクタ

ーに付属しているト ップリンクピンで取付けます。

団Li:.fiのロワーリンクに取付けます。

内側セ ットと外側セ ットができます。 トラクター

の3.....(リンク鋭絡に合わせてください。

ESカブラ

外情11--:

内側セ γト

]IS 0大
タトEE

¥ 外側
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A注意
各種カプラ (オートヒ ッチ)がウィングハローの入

力軸安全力パー

に干渉する場合

斜線部の延長カ

バーをはずして

ください。

囚ジ ョイントをサポートプレー トの上に釆せます。

ステッカーI而を上にして、ジョイントを祈りなが

らサポートプレートの切欠き部へピンを人れます。

国ウイングハローを装;，(1するまでは、 トラクターの

中心に合わせ左右均等に、やや多く振れるように、

チェ ックチェーンで仮り 11ニめをします。

回 トップリンクの長さは、ロワーリンクの地上高36

cmほどのとき、カブラが垂直になるように調節し

ます。

• 

補足

トップリンクの長さの湖絵は |トラクタとの湖整 |

固 前後角度調節の耳(( P 18)を参J!(¥に再度実施し

てください。

ここでは、装着する為のIJ安として長さを調整

します。
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ジョイントの取付lPJfJ!山4

ど色注意・PTOクラッチを切り、トラクヲーのエンジンは必
ず停止させ、 ジョ イン卜の取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

- ジョイントの長さは、淡泊するトラクターの坤J式

により)~，なります。 ご注文 II.~にトラクターの }~!式

をIYJボいただければ、それに合ったものが付いて

いきます。明式がィ、IYJの場合は標準の長さの物を

付けています。

.110，1:付殊 3..... (オートヒァチ (AI'A2.s)

は、ロータリ-HMのジョイントを仰います。

補足・l毛すぎるジョイントを3主将すると、 トラクター
のPTO幅hかウィングハローの人))'1曲を突き、

彼mさせます
・骨Jいとジョイントのかみ介いが少なく、ジョイ

ントが舷mします

囚長さの確認

次の )jìl，で JÆ さのr.t~必をしてください。

.4 Sシリース'

(1) 3lXリンクにカブラを取付け、 3主，-tI'の安勢にトッ

プリンクの泌さを合わせます。

(2) illll Eをいっぱいに |、 げ、ジョイントをセッ トしま

す。

(3)ジョイントを比ながら、illl圧を少しずつ |げ、水

、l'になった所で、突いていないか/i(l，認します。突

いている場合は、長い分を切るか、短いものと交

換します。

(4) illl圧を上下して、ジョイントの「カパースキマ」

がイit.l(の範1m以内にあるか;湖べます。

ド 一一一一一一 最織全長

一明
柵
棚

カパースキマ

ノ

VE71-山ント似hl:*'?i'it則 mm) カ川村(mm)

セ CLCV-Z6551 650 28-](苅
ツ Z705 700 28-156 
〉ト〆 Z755 750 28-206 
ヨ

イ Z805 800 28-256 
ン
ト Z855 850 28-306 

※スキマが大きすぎるとジョイントの~t伎が不Ji しま

す。j是いものと交換してください。

.3 Sシリース

(1)ウィングハローをゆっくり 1-.ドし、 トラクターの

PTO側とドライプハローの人}J<huがI，;Jじf与さに

なったところでれ1111:をロックし、エンジンを11:め

ます。

(2) P T 0軸へジョイントを取付けます。

(3)ジョイントをいっぱいに縮め、ジョイントの先地

とウィングハローの人}J紬とのHUに、 1 cmほど11日

制があればそのまま仙川できます。

IIU隔がない場合は、 1~い分を 切断します。

P T 0車由骨l 入力軸側

同町141tコ叫に|
Icm程度

回ジョ イン卜の切断方法

(1 )長い分だけプラスチ

ックカノ〈ーをオス

メス同ij.Ii.J)J 1) J[l(りま

す。
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(2)切り取ったプラス

チックカバーと1，，1

じj是さを、シャフ

トの先端から;nり
ます。

(3)シャフトを(.'，ijJaカ

ッターか金ノコで

オス・メス I，!ij)i切

断します。

(4)切り 11をヤスリでなめらかに仕仁げ、グリスを格

りオス・メスを組合わせます。

回取付方法

3 セ ッ トの場合は r ~~-通広角ジョイント 」 を JIHt

けます。

ジョイントのJム1(1側をトラクターのPTO軸に付

けます。

作業機入力輸

物」円 時司吋

人)J0TlIカバーを外さなくても、ジョイントは付け

られます。点検するときは、 Rピンを抜き、 1-に

|げます。

(1)ジョイントのロ ックピンを判lしな坤Zら、 PTO

軸・人JJ軸の-'iiに何人し、ロ ックピンを軸の溝で

11ニめます。 目 、

ハンマーなどでジ

ョイントをたたき、

強引に人れないで

ください。

ロ γクピンのJiJiが

1 cm以 j'.Il¥ていれ

ば路実にロ ックさ

れています。

1cm以上

(2) illlrEを |二下して、ジョイントの 「カパースキマj

が下衣の3ili凶以内にあるかl湖べます。

争~i膏l ジョイン卜別式 Q紛-t，l:J，Hmm)カパースキマ(mm)

F ジ
CLCV-660 660 26-148 

2 710 26-198 
ヨ
イ 3 810 26-298 
ン
ト 4 910 26-398 

※スキマが大きすぎるとジョイントの強肢が不足しま

す。長いものと交換してください。

(3)ジョイントカバー

のチェーンを、ト

ラクターの 3!.'X リ

ンクが七下しでも

動かない場所につ

なぎます。

3 lXリンクを 1-.ド

しでも引っ張られ

ないようにたるみを持たせます。

ハ

さ

り

ク

だ

な

ン

く

に

イ

て

因

ウ

け

原
付

の

一

取

故

パ

に

事

カ

り

寄

軸

お

傷

O

ど

て

T

と

れ

P

も

ま

の

を

込

一

一

発
C

ヲ

パ

巻

ク

カ

と

ラ

軸

い

険

ト

力

な

た

入

ら

芭
し
の
{
寸

4ν外
一

。
す

aE
一
取

口

い

ま

d
4

・



l 装着のrn贋序 | 

A警 告
・ウインタハローの装着は、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。

-トラクターのまわりやウイングハローとの聞に人が

入らないようにしてください。

・ウィングハローの下へもくったり、足を入れたりし

ないでください。

・ウインクハローの調盤をするときは、卜ラクヲーの

駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

4s ・3S . 0 Sシリーズ

ここでは、 4セァトを巾心に説明します。4セット

と 3 セットの述いは、 ジョイン トがfI量IJ~主おか、手

で付けるかのi畠いです。

回カブラのハン ドルをづ|き、フ ックを解除し談お状

態にします。

カプラ一一

• ... 
D . 
句邑 、、'・

， 

フッヲ〆'

[]Jトラクターをウ イングハローの"，心に介わせ、ま

っすぐパックします。

トラクターのillJlEを fげて、カプラのト ップフッ

クをウイングハローのトップピンの ドへくぐらせ

ます。 トラクターとウイングハローの中心が合う

まで繰り返してください。
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図ゆっくりトラクターの111111'を上げて、 トァプフッ

クで トップピンをすくい上げます。

ウイングハローのロワーピンガイドがカブラに入

ります。

囚 ハンドルを事l' し、フックで lì~ }Ë します。

4セッ トの場合は、ジョイントもI_i刊与に人)J軸の

スプラインに人ります。



補足

・フ ックが当たったり、 ジョイン トが人らない場

合は、 トラクターのilll圧を下げてウィングハロ

ーをタトし、初めからやり直してください。

.ウィ ングハローが左右に傾いているときは、 ト

ラクターのtÎ~~1 リフトロッドの長さを調節し、

ウイングハローの傾きにカブラの傾きを合わせ

てから装着してください。

固 ロワーピンガイドが7'Jクで確実に悶定されてい

るか、必ず碓認してください。

回ハンドルをハンドJレスト ッパーでロ ック します。

A注意
・装着・取外しのとき以外は、必ずハン ドルスト yパ

ーをかけ、 ハンドルをロックしてください。守らな

いと誤操作でウィングハローが外れ、機械の損傷や

傷害事故の原因になります。

17 

Al'A2'Bシリース'

ここでは、日J:l工特殊3点オートヒッチ (A1 ' A 

2 ' B)を中心に説明します。

囚 トラクター付属のカプラ (フ レーム ヒッチ)の

ハンドJレでフックを解除し、装着状態にします。

回 トラクターをウイングハローの中心に合わせ、ま

っすぐパックします。

トラクターの3点リンクを下げ、カブラのト ップ

フックをウイングハローのトップピンの下へくぐ

らせます。

トラクターとウィングハローの中心が合うまで繰

り返してください。

図 ゆっくりトラクターのilll庄を |ニげて‘トップフッ

クで トップピンをすく いよげます。

ウィングハローのロワーピンがカブラに入ります。

国ハンドルで、フックを固定します。
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補足

.フックが当たったり、ジョイントが入らない場

合は、 トラクターのII!i)主を，，-げてウィングハロ

ーを外し、初めからやり直してください。

・ゥィングハローが花イ7に何:i¥、ているときは、 ト

ラクターのイ7仰lリフトロ y ドの長さを調節し、

ウィングハローの傾きにカプラの傾きを介わせ

てから装lfしてください。

国ロワーピンがファクで確尖に問定されているか、

必ず雌認してください。

(写点はWASです)

A注意
・装着・取外しのとき以外は、ハンドルに手をふれな

いでください。守らないと誤操作でウインクハロー

が外れ、機械の損傷や傷害事故の原因になります。

|トラクターか§の取舛しl

ザヘ
A
C

甑

だ〆、、

先明』所

て
つ

場

t
、
ψ
匂

凪

こあ

で

?

ら
い
ト

子

制

は

る
し

れ

外

ら

取

け
の

さ
一
本
仏

口

険

告

ハ

危
巧
J
4
u

警
、
/
吋
八

A
M
r
 し、。
-取外すときは、スヲンドを取付けてください。

・トラク空ーのまわりやウインクハローとの聞に人が

入らないようにしてください。

・ウイングハローの下へもぐったり、足を入れたりし

ないでくださL、。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ども注意

・トラク11ーのPTO変速レバーを「中立jの位置に

して、取外してください。守らないと誤操作で PT

O軸が回り、傷害事故につながります。

回 ウィングハローのスタンドを取付け、スタンド11--

めピンを-{井上の穴に11め、 11れとします。

回 ハンドルスト yパーを解除します。(4セγ トシリ

ーズ)

回カプラのハンドルを線利し、ファクを解除します。

囚ウィングハローをゆっくり Fげます。

国カブラからロ ワーピン (ガイド)が肱け、トップ

ピンからトップフックが外れたのを確認して、ゆ

っくりトラクターを前進させます。

補足 一一「

外れない場合は、 トラクターとウィングハローの1

/;:イiの傾斜が合っていないか、トラクターがまっ

すぐ前進していないかのどちらかです。侃i必して

やり l立してください。

一一ノ



| 持ち上げ時の注意 | 

白 はじめてトラクターへ装おするときは、 rIk t，げ」
II，~にトラクターとウイングハローがぶつからない

ように、れIJtEをゆっくり I'，'fなカ《ら確，認します。
特にキャビン付きトラクターの場介は、 1'f1(!Iのガ

ラスを突き 1'，げないようにれなしてくださし、

回 トラヲターの柿Ji'iにより、スイ ッチで rlR 1'，げ」
まで1'1動 UIする機純があります。作業機が勢い

よく|二がるため、 トラクターとウ イングハローと

のH日隔をIOcm以上院lけ、 Lげ規制をLてください。

固ト ップリンクやロワーリンクの取付火位[町、およ

びリフトロ ッドやト ップリンクの長さを変えた場

合は、調~告をやり l白してください。

ど色注意
・卜ラクヲーの取叙説明書 r3点リンク、および油圧
関係」をよく読んでください。守らないと機械の損

傷やケガの原因となります。

回 リフトロ ッドの長さを調節して、ウイングハロー

の左布を水、ドに調節してください。
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| トラクターとの離でl
dも警 告
・ウイングハローの調整をするときは、トラクヲーの

駐車ブレーキをかけ、PTO変速レバーを 「中立」

の位置にし、エンジンを停止してからおこなってく

ださい。

・卜ラクヲーのまわりやウイングハローとの聞に人が

入らないようにしてください。

・ウインクハローの下へもくったり、足を入れたりし

ないでくださしυ
守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

凹 チェックチェーンの調節

トラクターの中心 (PTO  判h)とウィングハローの

"，心 (人}j制h)を ーl打線に介わせ、チェッ クチェー

ンを張ります。

チェ yヲチェーン

ロックナット

III前後角度調節

(1) 4 S ・3S • 0 Sシリーズ

作業 II;~に、ウ ィ ングハローのニギリバーとほ場而i

が、ド行になるように、 トップリンクの長さを調節

します。

平行



(2) A 1・A2・Bシリーズ

トップリンクの調節はできません。「 トラクター

付属ロータ リー」の装務長さに合わせてください。

回 水平の調節

ウィングハローの左右が水平になるように、トラ

クターのレペリングハンドルを回して、右リフト

ロッドの長さを湖節します。1111圧で作業機の水平

を制御しているトラクターは、スイッチやダイヤ

ルでシリンダーの長さを調節してく ださい。

回「重量上げ」位置の調節

PTOを回転させながら、ゆっくりウィングハロー

を上げます。 援助ゃ~~音の 1.1:\ ない位i丘で11111壬レバー

を止め、 「上げ規~IIJ ス ト ッパー」で回定します。

羽田 143α珂
スイッチオ~-;;クス

3EZL) 

マストモタ

3490140αm 

α王旧 11α王幻
ヒユース，'60A
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E..... ::þiIþ"qリ~~t~0=I9l.町i冨届.

A警 告
・配線は取扱説明書をよく読み、 i願序を間違えないで

ください。

・12ボルトバッテリー専用です。 トラクヲーの取扱

説明書で確認してください。

・コネクヲ-，は確実に接続してくださL、。

・配線は燃料9ンクや配管、および動く部分をさけ、

結束バンドで固定してください。

・バッテリーにコードを取付けるときは、火気を近っ

けないでくださe'o

守らないとショー卜して、コードやスイ ッチボック

ス・リレーBOXが焼け、ヤケドや火災事故の原因に

なります。

A注意
・作業後・移動時は、必ず電源コー ドを抜いてくださ

い。守らないと誤操作でケガや機械の損傷につなが

ります。

コネクター' コードとコードをつなぐ接続口コン

セント

補足

スイッチポァクス・リレーBOX コネクターな

と1立気昔li .f.l• は水に iWð らさないでください。

オプション・変換ハネス(R060151000) 

門 ヒュ-A'20A
<<言行L ./ 

匿トエ二一二----三±土台

E912 131∞1 
制御BOX ブロ ドキャス夕 、ライムソワ

サイ下キット 使用時、@部に接続します。
(方ヌション.~， .~. _， . ~ __._._.v___ 

ノh じ司/開閉そー
酬の

/(ッテ')ーケーブ'"W
パッテリー(ー)ターミナルヘ a 配線図

sasagawa-hironori
長方形

sasagawa-hironori
タイプライターテキスト
E912 133000



A警 告
・ウィングハローの配線作業は、平らで固い場所を選

ぴ、いつでも危険をさけられる態努でおこなってく

ださい。守らないとウィングハローが転倒し、死亡

事故や傷害事故につながります。

回 電源取出しのしかた (バッテリー直結)

A注意
・バッテリーケーブルは、付属の60A対応ケーブル

を必ず使用してください。

トラク9ーの室内電源は絶対に使用しないでくだ

さい。

(I)配線をするときのショートを防ぐため、バッテ リ

ーのマイナスθ(アース)ターミナルを外します。

(2)プラス@のターミナルを外します。

(3)プラスのターミナルへプラス仰lコード (60Aヒュ

ーズがあるJi)を人れ、ターミナlレを取付けます。

ネジを他:Jfに締め付け、若~I抵にならないようにボ

ンネ ットの中を辿してください。
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(4)マイナス側コードを、バッテリ ーのマイナス@タ

ーミナルへJ(j(付けます。

(5)オプションの変換ハーネス(R060J51000)を使月lす

るとドライブハロー、ウイングハロー、ブロード

キャスター、ライムソワーのmiKi.取HIしを共通で
使えます。(あぜぬり機では使)TJしません。)

補足

・コー ドの取付けは確;J<におこなってください。

・作動不良の多くは、ターミナル接続の不良に)J;(

閃があります。

固 バッテリーケーブルと本体ハーネスのつなき'方

(J)本体ハーネスから/11ているコードの l極コネクタ

ーを、 f丘iぬケープルのコネクターにつなぎます。

固 スイッチボックスとウイングハローのつなぎ方

(1)ウィングハローからIJ¥ている 8維のコネクターに、

「コントロールケープル」の8極をつなぎます。

コントロールケーブル
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(2)スイ ァチボックスの8維のコネクターに、「コン

トロールケープル」の8極をつなぎます。

リモコンについて | 

-ゥ ィングハローの開閉 L:引き操作はI正主LをヰIJmし

ています。本機は、この操作をおこなう リモコ ン装

IUを標準装備しています。

eWGS・Eシリーズは、DC 12V (バッテ リー)Hli，抑

が必要です。

・ ゥィングハローの開 I~l とメカ ニカルロ ッ ク およ びサ

イドレーキの1mI~l とレーキのt~1 ←→作~の切 り 換

えは泡動です。 作業t ll ，~は必ずス イ ヅ チボックスのHï

源を入れてく ださい。

ども警 告

・配線は取銀説明書をよく読み、順序を間違えないで

ください。

・12ボルトバッテリー専用です。 トラク世ーの取扱

説明書で確認してください。

・コネウヲー'は確実に接続してください。

・配線は燃料9ンクや配管、および動く部分をさけ、

結束バンドで固定してください。

・バッテリーにコードを取付けるときは、火気を近づ

けないでください。

守らないとショ ー卜して、コードやスイ ッチボック

ス・コントロールポッヴスが焼け、ヤケドや火災事

故の原因になります。

ム注意
・作業後・移動時は、必ずスイ ッチボックス・コン卜

ロールボックスのメインスイ ッチを「切H OFFJ 

にしてください。守らないと誤操作でケガや機械の

損傷につながります。

コネクタ ，.コードと コー ドをつなぐ接続11コン

セン ト

f 補足

(スイ ッチボックス コント ロールボアクス コネ )

(ゴ一…削…らさなし一 )

lh警 告
・トラクヲーからウインクハローを取外すときは、必

ずハロ一本体のコントロールポ yクスから出ている

2径、8極のコネクヲーを外してください。守らな

いと、ケーブルやコネクヲーが破領したり、ウイン

グハローが転倒します。

ども注意
・コネクヲーは、確実に接続してください。

・バッテリーの電圧が低いとき(約10V以下)、 スイ

ッチボックスの電源が入らないようになっていま

す。また、電圧が下がると、自動的に電源が切れま

す。

・スイ ッチボックスの電源が入っているときは、工ン

ジンをかけたり、止めたりしないでください。誤作

動や、故障の原因になります。

・バッテリーケーブルや、電源ケーフルを嬢続すると

曹は、必ず+ーを確認してください。

逆に接続すると、スイ ッチボックス・ミ ッショ ン部

のコントロールボックスが破損するおそれがありま

す。

・コネクヲーを外すときは、ケーブルを引っ張らない

でください。断線の原因となります。

守らないと機械の損傷やケガにつながります。
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リモコン操作 | 

A警 告
・ウィングハローの開閉操作は、平らで固い場所を選

び、いつでも危険をさけられる態勢でおこなってく

ださい。守らないとウインクハローが転倒し、死亡

事故や傷害事故につながります。

必注意

・リモコン操作をするときは、まわりに人がいないこ

とを確認してから操作してください。

・作業をしないときは、メインスイッチを必ず iOF 

FJにしてください。

守らないとケガや機械の績傷につながります。

A注意
・走行変速はニュー卜ラルにし、必ず駐車ブレーキを

かけてください。

守らないと機械の損傷につながります。

・スイッチボックスは水ぬれ厳禁です。必ずキャビン

内もしくは、屋内に保管してください。

回 スイ yチボックス

1，メインスイァチ('，lLi原)

2パイロγトランプ

3サイドレーキ|間m
スイッチ

411':1. L'JIき操刊
スイッチ

5 ハロー|剖I~j^イ yチ

&)1刑|羽選択スイッチ(!.:)

7 1別間選択スイッチ(イi)

リモコンで傑作できるのは

①サイドレーキの|別m
②レーキヨE勢の lニヲ1←→作業 切換です。

①ウイングI)[JIUJ 
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| 電源を入れる ] 

田ゥイングハローを傑作する場合は、必ずスイ ッチ

ボックスの".llib;(を入れてください。

国メ インスイ ッチ ('，lii原) 1を l秒以上1111してくだ

さい。「ピー」とアラームITカ《して、ノfイロットラ

ンプ(2'がJh;i滅し、泡ibI.が入り作業準備状態となり

ます。

作業i\~備状態では、スイ ァチポッヲスのランプが点

滅し、ブザーもピァピァピッと鳴っています。どち

らかのハロー|品II~J スイ ッチを判Iすと、ランプが.. .'!:H 

に変わり、ブザーもOFFになり、作業準備状態を

解除します。(HUr，(を入れたら必ずこの動作をして
ください。|品lききっている場合もこの動作をしない

と、サイドキット・上引動作が11¥米ません。)

注 IJU スイッチを事Iiすと、 I~J じている場合はウイング

がUHき、 I~J スイッチを事1 1すと、聞いている場介は

ウイングが閉じるので危険です。

※1丘源の「切Jは、メイ ンスイッチ (HLib;O 1を、 l 
秒以 1..1111してください。「ピー」とアラーム汗がし

てパイ ロ ァトランプ 2 がil'j え 、 ílìì~(が切れます。

/補足 一一一一一一一

十・パイロットランプが点灯しないときは、

I (①コネクターの接続を篠認してください。
②ヒューズの点検をしてください。 I
。バッテリーケープル +側の60A

WGS本体ハーネスのヒューズ25A



| サイドレー初開閉 | 

田:江i掠が入っていることを確認してください。また、

ウィングハローが rIJfI きき って」いることを確認
してください。

1mきき っていないと、サイドレーキは作動しません。

回スイ ッチボックスのスイ ッチを押すと、 「ピピ γ、

ピピ ッ、 .Jとアラーム音が鳴り、サイドレーキ

が作動します。述転!市からウイングハローにIIiJか

つてれ側をl別く場合は、スイ ッチ@を:jI11してくだ

さい。

このスイ ッチは、 J J日開l'すとサイドレーキが規定の

位f~~ まで動き、自動的に停止し、アラームが止まり

ます。

(1泊または左側の操作も同一手順でおこないます。)

・サイドレーキの操作をする際は、 113凶に人がいない

ことを線認してからおこなってください。

①~tl出1 スイ y チ
パイロ γ トラ ンプ

②サイドレーキ
I~mj スイ γ チ
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f 補足

!・サイドレーキにゴ ミ などがからみ、過:f~{O:i状態

になるとアラームが 「ピーJと述統音になり、

自動的に停止しますので、ゴ ミ 等i幽1~{O:iの跡、閃

を除去してやり l白.してください。

過負荷状態のまま、 3l"lill統してスイ ッチを事I1

すと、スイ ッチ操作が10秒間無効になります。

・サイドレーキを左布同H寺に操作すると、布側が

動いてから、左側が動くことがありますが、災

状ではありません。

・サイドユニ ットに直接JEJJぷをかけないでくだ

さい。

・サイドレーキを|捌いた状態で、ウィ ングハロー

の|別 I~l はしないでください。 故i阜の}j;(凶になり

ます。

・サイドレーキを1mいた状態でウ イングハローを

閉じる操作をすると、サイドレーキ保，没1"1路に

より、サイ ドレーキは阿iじます。しかし過負荷

状態であ っ たりした場合は、ウ イ ング|別 I~l は機

能しません。



E;; -J ~D I.1fI 1lヨ副長置

回'，l1ilf，iが入っていることを体認してください。

回 t'JIきをするとき

スイ ァチボックスのスイ ァチ④の itijIJを事Iiすと

「ピピ ッ、ピピッ、υ 」とアラームfi'が!鳴りながら

I~ ry 1きカムが1"1転し、レーキが下がった状態でロ ッ

クされ、 ア ラーム ITが止まります。 I : ~1き作業をす

る際は、!i:右のカムがIi{i尖にロ ックされていること

を維認、してください。

国 1:，; 1きを解除するとき

スイ ッチボックスのスイ ッチ①の 「作業」を事11すと

「ピピ ッ、ピピ ッ、 J とアラームITカ幻!13りなカ£ら

仁引きカムが1"1転し、ロ ックが外れ、アラームiTが

11ーまります。

このときレーキは作業安勢にはもどりません。

ウイングハローを下げて同び代かきをすることで、

1'1動的にレーキが作業姿勢にもどります。

4 
作業

五
土引
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-土引き・代かきの切替操作をする際は、周囲に人が

いないことを確認してからおこなってください。

ウィングハローを下げ、地l而にJtけることによりI!li

結枠のロ ックピンがとがり、カムが1"1転し、代かき

作業の状態になります。

補足

・上引きカムがロ ックきれない場合は、上引き作

業を絶対にしないでください。レーキにゴミ等

の拠物がかみ込んだりして仁引き資勢にならな

い場合がありますので、必ずIf，(附を除去司してく

ださい。

・上引きユニ ットへのハーネスが断線したりコネ

クターが外れていると、アラーム1}(ピーill統

i'f)がlねります。

• J:引きユニ ットへ広桜j下}J水をかけないでくだ
さし、。

-上引きカムの動きがJ思い場合、制l込スプリング

の接触作動IfIiにグリスを格布してください。



E.. "1\ 盲E悶古1~~i1明

-ゥ ィングハローの|別|羽は、自動でレーキが士引き状

態 (斜め下)になってからIJlIWJを始めます。

・サイドレーキが閉じていることを確認してくださ

い。聞いたままでのImWJは、サイドレーキの破引に

つながります。

・トラデターのPTOは必ず停止しておこなってく だ

さい。故防のJji(悶になります。

・スイ ッチボックスmi掠が人っていることを必ず確認
してください。

A注意
・ウインクハローを開閉する際は、周囲に人がいない

ことを十分に確認してください。重大な事故につな

がります。

・ウインタハ口 の開閉操作は平らで固い場所を選

び、いつでも危険をさけられる態勢でおこなってく

ださい。

守らないとウインタハローが転倒し、死亡事故や傷

害事故につながります。

回 閉じる場合(両方)

ハロー附スイ ッチを事11すと、左おのl剖端ロァクが外

れ、アラーム音(ピーピー・)がl鳴りながらウイン

グハローが閉じはじめます。

このスイ ッチは、 l liîl判IすとウイングがI~J じ き っ た

位lfiまで動き、 1'1動的に停止し、アラームが11まり

ます。

回 開く場合 (両方)

ハロー院lスイァチを拘Iすと、左右のm端ロックが外
れ、アラームtまを出しながらハローが聞きはじめま

す。聞ききると、左右のロ ックがかかりアラーム音

が止まります。

-開閉する際にトラクターリアウインド等に当たりl波

tJlする可能性がありますので、なるべくウイングハ

ローを下げてImlUJしてください。
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補足

・ゴミや興物のかみ込み等で、均平板およびレー

キのかん合(はめあい)が不完全である場合、

ロックがかからない場合があります。

h江肉を取除いて、やりなおしてください。

・センタ一代かき部で作業した場合、 左右の動)J

伝達郎(ドグディスク)均平板およびレーキの

かん合部 (はめあい部)へ泥等の付着が発生し

ますので、ウィングハローを|別く際は、異物を

必ず除去してください。ロックがかからない場

合や左イ-1の代かき部が持ち上がったまま作業す

ると、ハローが破mします。

A注意
危険な時:開閉中、操作BOX内のいずれかのスイ ッ

チを押します。危険防止のため、開閉動作を停止し

ます。

ウィングハローの開閉操作を途中で止めないでくだ

さい。操作を中止した場合、左 ・右の代かき部が下

降し、重大な事故につながります。

| 左右・片側開閉電動 | 

回 閉じる場合

閉じる側のスイッチの 「左J(トラクターから後方

のウイングハローを見て左側を閉じるl時)か 「布J

(トラクターから後方のウ ィングハローを見て右側

を I~J じる 11寺 ) を判l しながらその上のrWJJを押します。

回 開く場合

聞く側のスイ ッチの 「左J(トラクターから後方の

ウィングハローを見て左側を聞く時)か 「右J(ト

ラクターから後方のウィングハローを見て右側を1m

く11寺)を事11しながらその上の 「閲」を押します。



E百万~芳司町市高官咽

ども警 告
・ウインタハローを開くとき、閉じるときは、まわり

の人や物に注意してくださL、。

・ウイングハローの開聞をするときは、卜ラクヲーの

駐車ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位置にし、エンジンを停止してください。

・開き止めの連結板・閉じ止めのフ ック ・ロックピン

を必ずかけ、固定してください。

・開聞は手動でおこないます。必ず片側すつ開閉して

ください。

囚 閉じる方法

①ウイングハローが1:引き状態であるかを維，aくださ
し、。

Dゥィングハローを地I(iiに援しない校!止にさげます。
(3'1"，'令レバーをロ ックの位泣から|別|刻の位世に俄:kに

切り伴えてください。

¥.:JJII'" 
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7'J? 

④フックのレバーを押し下げ、左/右折りたたみ郊を

はずします。

¥J 

5 ~J~ うん部カバーのニギリを持って斜め後}j に事1 1 し仁

げます。

⑥ストッパーが内勤にロ γクします。



IJ)ぷ全レバーをピンの F側に入れロックします。

/グ

左右作業部のロ yクパーがフレームの切欠ミソに入

るまで上げます。

②f芝

回開く方法

レーキハンドルをこ1:~ Iき側に伊lし、レーキを土引き

状態にしてください。土引き状態でないとハローが

破損します。

①ウイングハローが1mいても地而に援しない程度まで

下げます。

②安全レバーをピンの上側(I別欣)に入れます。

/，. 
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③ロγクハンドルを上側に事I1し、左/イ7耕うん部カパ

ーのロックをはずします。

③緋うん部カバーのニギリを持って引き下げます。

⑤フックが自動にロックします。

@~〆全レバーを IJlIlUlの{聞から ロ ックの位 ;nに確実に

切り杯えてください。

¥ .Jtr 

| lま場への出入り l 

A警 告
・ウインクハローが付いていると後ろが長くなり、横

幅も広くなります。まわりの人や物に注意して旋回

してください。

・高速走行・急発進・ 急停車はしないでください。錠

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近っけないでくださ

し、。



-急な登り坂で前輸が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなり危険です。トラヲヲーメーカー純正の

バランスウェイ卜をイ寸けてください。

.ァゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用

し、地面に接しない程度にウ ィングハローを下げ、

重心を低くしてくださL、。使用するアユミ板は、強

度 ・長さ・幅が十分あり、すベり止めのある物を選

んでくださし、。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ども注意
・トラクヲーにウインクハローを装着して公道を走行

しないでください。守らないと 「道路運送車両法違

反」となり、 事故を引き起こす原因になります。

回 移動のときは、ウィングハローをいっぱいに|二げ、

れIJJ主ス トップパルプを完令に 「閉め」、 Fがるのを

防ぎます。

ウィングハローが左右に振れないように、チェ ック

チェーンを綴り、ロ ァクナ ットを締めてください。

固 ほ場への山入りはアゼに対してl立ffJに、ゆっく り

!日iiijtでおこなってください。

回 ゥィングハローの地上向が不足する場合は、 トッ

プリンクを縮め、地」二日を {í(~保 してください。

作業時の注意 | 

ども警告
・作業中は、卜ラク空ーとウインクハローのまわりに

人を近っけないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PT

O回転を止め、必すエンジンを停止させて、巻き付

きを外してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。トラクター速度を落とし、大きく回ってくださ

し、。

-ウィングハローの調整をする場合は、必ずエンジン

を止めてからおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。
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.7ゼ際での作業は、アゼにウィングハローをぶつけ

ないように低迷で、余桁をもって運転してください。

・作業が終わりましたら、土やゴミをほ場内できれい

に務とし、道路には務とさないでください。

・作業IjJウイングハローに民状が発*したら、すぐに

エンジンを止めl:(検をしてください。そのまま仙川

し続けると、他の部分にも!11mがひろがるおそれが
あります。

| 作業のポイント | 

より良い代かきをするには、ウィングハローの取扱

いの他に次のことに気を付けてください。

田 耕うん作業lム ー定の深さで玉l'らに、伐耕のない

ょうにしてください。

国 水は In liijに入れてくださし」
回 水fiiは上塊の半分が、水没するぐらいが良好です。

スキ耕しゃディスクロータリーで緋起したほ坊は、

やや多く入れてください。

・水が少ないと、 tの抵抗が大きくなります。

・水が多いと 、水で上が移動し且~'['がJEくなり、

l肥料の移動も多くなります。

・ワラや雑草、雑物の多いほ場では、やや水を少

なくし、浮き kがるのを防ぎます。

凶水持ちの l~すぎるほ場では、砕土をし過ぎると l

が詰まり椴泌が欠乏します。代かき深さを浅くし、

少ない作業阿数で代かきをイ1:1げます。

国 水持ちが恐いほ場では、代かき深さを深くし、件

仁を卜分して代かきをイ1:上げます。

回 転作川や休耕1IIを復川する場合は、 13低のついた

ほJJ)n(ijを均干にし、代かき深さを探くし、 卜分仲

上をしてi柑水を防止してください。

-.iiC芝居註迎E町酎圃

田作業速度

ウィングハローWGSシリーズは、水がスムーズに

後ろへ却i'/.Uし、 トラクター速度を上げての作業を



可能にしました。

トラクターの作業速度は1.5-3.0km/hが掠準です

が、ほ場条件によっては5.0km/hの作業も可能です。

しかし、 トラクターのiliJ.止がj:sすぎると、砕 iてや

ワラ 草の担!め込みが悲くなります。

国 PTO回転速度

・PTOI回転数は、 540rpm以下で作業ください。

.PTO変:iiliのある トラク ターは2速を使い、エン

ジン1"1転は20001111転前後を仙川してください。

.PTO変速のないトラクターは、 5401"1転以 Fで

使JlIしてください。

図作業深さの調節

・ 「オート装i丘J'を付けていない場合は、 トラクタ
ーのポジションコントロールを使います。

トラクターの収扱況IYJ;ヰ['I111圧コントロール」の

耳iを参l!({してください。

「オート装世J' ウィングハローの均平板の動きをセン

サーで感知lして、 トラク ターに'''1気、

または機械信サで伝え、 トラクターの

I111圧を自動的に作動させ、作業深さを

一定に規制する~I丘

E土引き装置の操作
ω:1こ引き作業

土引きハンドルを事11し、 「土引きJ1.立inにします。

レーキがほぼ.ifHI'Iに悶定され、土がヲ|けます。

土引きハンド

• 
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②代かき作業

j二1)I iきハンドルを手前に引き、ウイングハローを F

げ、地而におけると解除され、レーキが水平になり

代かき作業ができます。

土引きハンド

回 サイドレーキの開閉

サイドレーキのImWJは、トラクターに乗ったまま

ワイヤーをづ|いておこないます。

¥ 

ワイヤーのグリァプをにぎり、手前に引きます。

サイドレーキが立ったところでワイヤーをゆるめ

るとスプリングの力でIm l~J します。
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サイドレーキ

-ウインクハローWGSシリ ーズは、左・右片側及び

両側を折りたたんだ状態での作業ができますが、

長時間の代かき作業はできません。

・石の多いところや、重作業 (砕土されていないほ

場でのfl;かき)は避けてください。ハローが破績

します。

| 作業方法 | 

回 ほ場のl"SI，、所の上をづ|いて、平らにならす1:d 1き

作業は‘代かき作業のIIifにおこないます。

①作業のjjifに、ほJ品のrE低をよく凡ます。
②PTOlrrl転を切り、代かき軸を回転させずに上引き

をします。

③ウイングハローを Fげ過ぎると、大佐の上がづ|け穴

になります。レーキの下がり量と土引き1止を見なが

ら少しずつおこなってください。

耕うんされていないところや、パックによる土押し

は絶対にしないでください。

回 1:引き作業が終わり、代かき作業をするときは上

引き装世のロ ックを外し、解除してください。

団 代かきは tの移動をi止小限にするため、急Jtlじ1"1を

さけ、 l行程おきに作業します。

( I ) JtEi"I)IJの枕地を 2H松分取ります。1，Iij側にも I，;Jじ

帽を伐し、①から作業を始めます。

入口

{枕地2行革呈)

ドム言語
@-

/ ⑥+ 

K ドーI語
μ 

ト+① ト¥
¥! ②← 

〉⑥← 
一+① ノ

t (枕地と閉じ幅) (枕地)

(2)@G以Dは大きく縦1"1するため、 l行担分を妓しな
がら~Iご復作業をします。

(3)⑤仰l方に枕地と I，;Jじ帽を残して折り返し、残って

いる@xぴIDを作業します。

。
⑬ 

i}1⑬ 

⑬|⑬ 

⑬ 

@ 

出口



(4)アゼ際@i誕政@を1111ります
サイドレーキを|羽じます。

イi仰lをアゼ際にし、リフトロッドを少し仰ばし、

ウイングハローのアゼ際側をドげて1"1ると、』lEく

なっているアゼ際の tを中に入れることができま

す。

， 
(写真はドライブハローHRシリ ースです)

(5)⑬⑪⑬⑬はウィングハローを木平に反し、サイド

レーキを1mき、以後に残ったところを作業します。

32 

代かを爪について | 

ども警 告
・爪を取付けるときは、平らで固い場所を選び、駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位
置にして、エンジンを停止してください。

・ウインクハローの落下を防止するため、油圧ストッ

プパルプを完全に「閉め」てロックし、さらにウイ

ンクハローの下へ台を入れてください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

代かき爪の交換は、 一度に全郊外してしまうと配列

をIIU;畠えやすくなります。 1本ずつ外して、 1，;)じも

のを取付けてください。

回 代かき爪の種類と本数

爪の積類はI!i爪 1111り爪の作 L.Rの4柿舶があり

ます。刻印があるので、それで判別してください。

》ぞ:!:E205L E205R E205BL E205BR 合計
WGS280lB 27 27 3 3 60 

WGS3101B 31 31 3 3 68 

WGS3401B 35 35 3 3 76 

( 1介分数世) 6 

控訴む説記Z?紅盟/E205BL

WGS 3101日

「rrrrrr隅 「JFh「「F千戸芹rrrr31」叫げ
叫||ト一一一一川同 一一一一一一一中市一一ーで一一~ I附土汗干日±ÍlÍ>

J J，tJ~C _L.LL.L.L.LL.r ..J _L.1..J C _L.L.1..J 1<(I1¥I...LLLLLLLJ 
E205BR (yラセン) 、E205BR

WGS 3401B 同副 h

「「「「「「「「「 2「「「「戸「「FF「「「「「「「if馴rrぷヰrrr，{
l 川河Eコココ_1.Jココ-=r~三lココEコココヨ下川ロココココ:

セン E205回 、E205L



回 取付方法

爪を取付けているホルダーの片側が、 6flj火になっ

ています。6flj火の)Jからボルトを入れてください。

パネ座金、ナ ァトをメガネレンチでしっかり締め付

けてください。

回 配列方法

①ウイングハローの爪配列は、 Xラセンと Yラセンの

2つのラセンからできています。

2後}Jから見てイ1端にあるホルダーに、 Xラセンの基

準となるXの刻印が打つであります。

(ブラケッ ト側から見ています)

(X-I) 

lÎ':Î~ 
-/、 ，
時。1
」ト a

(Y-I) 中央部から右巻き

③Xラセンと Yラセンは、このホルダーを基点として、

751.立ピッチのJr.巻き (爪軸l玩| 転}J l í'Jの~) になっ て

います。しかし、中央部で50皮反転し、 751.立ピッチ

のイiJJ:きになります。
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l是くお仰いいただくためには、 日常の保土i''í~' JI~が大

切です。

4も 警告
・点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らで固い場所で、トラクヲーの前輪に

は車止めをしてください。

・点検・整備をするときは、トラクヲーの駐車ブレー

キをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置にし、
エンジンを停止してからおこなってくださし、。

・ウイングハローの落下を防止するため、油圧スト ッ

プパルプを完全に「閉め」てロック し、さらにウィ

ングハローの下へ台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

囚 ボルト・ナットのゆるみ点検

ウィングハローは作業中、振動の激しい機械です。

使川11年ごとに各部のポルト ナット、特に代かき

爪収付けボルトを榊締めしながら点倹してくださ

い。新品の場合は、他JTJ2 I時11日後に必ず即i締めを

してください。

回 ジョイントの給油
@グリスニップル

{史川H寺ごとにグリスア ップをする。

⑤ジョイントプライン部

シーズン後にグリスを主主る。

。シャフト

シーズン後にグリスを塗る。

⑥ロックピン

シーズン後にitilliする。

j③ 

{広角ジョイン卜〕



回 オイル量の点検と交換

(1)オイル量の点検

チェンケースをjf'l自にしてオイルの此を点検して

ください。不足の場合はギアオイ ル#90を補給し

てく ださい。

lミッシ ョンフ レーム・・検illiI Iプラグ1Mまで

2チェンケース…検illinプラグ1Mまで

守)ツメクラッチ・グリスを詮る

¥4 J.μ，IXピン ・グリスアップ

(2)オイル交換

O)，}/l1術時には給illlLてありますので、第 I1"11 1 

の交換まではそのまま使川してください。

給illl併fI軒

ミ7ンョンケース

IAjサイド軸受話

オイル交換の札，H:J
オイルの持貰由l，lト

I 111111 2 1"1 11 

lミッションフ レーム

ドレーンボルトを外して、オイルを緋/11します。

フレームパイプのil:illil1から、オイルをH41iiitt給illi

してください。

| 獄にやさしく | 
.f!l!川消みのオイルをむやみに姶てると環境汚染にな
ります。

(J)オイルを排出するときは、必ずまt?~に受けてくだ

きい。地f(ijへのたれ流しゃ川へのJ従業は絶対にし

ないでください。

(2)廃油 各種ゴム部品などを拾てるときは、おnい
求めの販売応にご相談ください。
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② ミッシ ョンのドレーン

チェ ンケースのドレーンボルトをjj.して、オイルを

排出します。

iUlllUから規定litを給illiしてください。

~ 
3コーンドック t出

77を外し、ベアリング却に111いグリスを事11し/11す

ように、新しいグリスを法人してください。



Lh警告

・格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選ん

でください。

・ウイングハローの格納はス世ンドを必ず{寸け、転倒

防止をしてください。

・「安全レバー止めピン」を必ず差し、開き止めをし

てください。

安全レバー

.キャス空ーが付いている場合は、スト ッパーを ro
NJにして転がり防止をしてくださL、
.ヵプラ・ジョイン 卜はウィングハローから外して、

地面に置いてください。

・絡納庫には子供を近づけないでください。

守らないとウインクハローが転倒したり 、付属品が

外れ傷害事故や機械の損傷につながります。
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| 点検整備チェックリスト E 

II ，~ /i日 l'J( 11 

① ミッションフレームのオイル点検

新 I~，II 1~史川始め
②チェンケースのオイル点検

新。H，{~史 m 2 11事uu ボルト、ナ ットのI円締め

① ミッションフレームのオイル交換己川3例年 111
②チェンケースのオイル交換

①代かき爪の取付ボルト即i締め

② ミッションフレームのオイルfit点検

f史 j日 liir ③チェンケースのオイル:，t、オイルもれ点検

③ ジョイントのグリスニップルへグリスアップ

⑤地1(11から卜げて11I1.j伝させ、災状のチェック

① きれいにiltぃ、水分をふきとる

②ボルト、ナッ ト、ピン膏lのゆるみ、)悦古寺チェック

③緋うん爪、ガード等の摩耗、切括lチェ ック

@入力軸へグリスを検る

f史 JI1 後
③折りたたみ支点のグリスニ ップルヘグリスアップ

⑥ジョイント、スプライン部へグリスを総る

⑦ ジョイント、ロックピンへiU111する

③動く持1¥分へil吋111する

① ミッションフレームのオイル交換、オイルもれチェック

②チェンケースのオイル交換、オイルもれチェック

③ブラケット納受郊のグリス交換、オイルもれチェック

シーズン終 f後 ④折りたたみ支JJAのグリスニップルへグリスアップ

③ジョイントのシャフトへグリスを塗る

⑥無塗装部へサピ11め

⑦Iドj.Jt部品は II~' めに交換
L 
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| 異状と処理一覧表 l 
f色川'1'あるいは使川後の点検時に Fぷのiりえが発生した場合は、 Ilf使川せず、すぐに処怖をしてください。

部{ま !iE 状 JJ;t l材 処 rn 

骨Ii受ベアリングの災状 ベアリング交換

民;干の発生
爪Jf~Hボルトのゆるみ ボルト締付

代かき事11の1111がり ftかき紬交換

制F 振動の発'1'.
代かき爪の円e5'1JIIIJi畠い 爪配ylJのチェック

ワ
チェンの切れ チェン交換

ん 軸が 1"1らない 1

軸
駆動制lの切れ 副!!PJJ軸交換

オイルもれ ウォーターシールの災状 ウォーターシール交換

~Jl緋ができる 代かさ爪の*将、折れ 代かき爪交換

u年りがする f~かき爪の配タIJH日述い )Me5'IJのチェ ッヲ

チエン タイトナーの倣m タイトナーうど換

チ
民 1.fの1e'1ミ

スプロケ ァトのj!ljj，j スプロケット公換
3二

ン
カバーパッキンの切れ パッキン交換

ケ
オイルもれ |

ス チェンケースカバー締付ボルトのゆるみ ボルト附締め

熱 の 発 '七 オイル -~It不h!. オイル補給

ベアリングの災状 ベアリングうど換

民 i')'の先生 ギアの損傷 ギア交換

、、、 ベベルギアのカミfTい撚状 シムで;凋鞍

一'/ 
:/ オイルシールの切れ オイルシール交換

ヨ

ン パッキンの1lH話 パァキン交換
7 オイ Jレもれ
レ ロックタ イトの劣化 ロ γクタ イト捻り 1((し

ム
締付ボルトのゆるみ ボルトI円締め

熱 の 発 オイルi止不足 オイル締給

オイル民状減少 駆動軸オイルシート災状 オイルシールうど』典

i司 lTの発生 グリス-Iltイ~J.t グリス7'/プ

ジ ジョイント1)1れ角が不適切 liij後角度の胤幣
ヨ ジョイントI!I;¥り
イ ウィングハローの |げすぎ リフトほの仁げ組制
ン
ト た わ む シャフトのカミ{tい恥iイ'M. 長いものと交換

スプライン認のガタ ロ γ クピンと ヨークのI竪~f すぐに交換



松山株式会 ~i 
本 社〒386-0497長野県小県郡丸子町塩川5155ft(02臼)42-75∞FAX(0268)42-7556
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